
 今回、景品に採用したお米、５銘柄は、下記の通りです。 

 当社では、年末になると、クレーンゲームでその年１年を振り返る【世相キャッチャー】というのを展開してきました。

今年は、平成最後の年末ということで、今年１年ではなく、『平成という時代、３０年を振り返ってみよう』ということで、

この３０年間に流行った物などで、懐かしいと思ってもらえる物や、３０歳未満の方には、こんな物が流行ったんだと

平成の歴史を感じてもらえるような物を景品に採用したクレーンゲームを考えました。それが【平成こんなのあったよ

ねキャッチャー】です。 
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平成こんなのあったよねキャッチャー って何？ 

【秋の味覚食べ比べキャッチャー】登場!! 

 第１弾は、筆記用具なのに、持って行くのが禁止

になる学校も現れる程の人気で、社会現象にも

なった、転がして対戦して遊べる鉛筆（通称：バトル

鉛筆）が景品となっております。 

 この台の企画・製作者（３０代男性）によると、『小

学生の時にドラゴンクエストのバトル鉛筆が流行っ

て、学校で友達とバトルをした記憶があります。本

当は、当時のドラゴンクエストのバトル鉛筆を景品

に採用したかったが、今は製造されてないのか、景

品の数が確保が出来なかったので、バトル要素の

ある他の鉛筆を探しました。当時バトルをやったこ

とのある世代の方が、今は父親・母親世代になって

いると思うので、お子さんと懐かしみながら楽しん

でもらったり、当時の流行を知らない今のお子さん

達にも楽しんでもらえたら嬉しいです。』とのこと。 

パンダも飼える! 

 今回、秋の味覚食べ比べキャッチャーの景品に採用したお米は、全て、どんな家庭でも使いやすい２合のパック

になっており、かつ、お米をとぐ際に、米本来の旨みを損なわない様に“無洗米”にいたしました。 

 株式会社東洋（本社：埼玉県北本市/代表取締役社長 中村秀夫） が経営する、１店舗当たりのクレーンゲーム設

置台数がギネス世界記録に認定されている 「世界一のゲームセンター エブリデイ行田店（埼玉県行田市）」は、

“魚沼産こしひかり”など日本の有名な米所のお米５銘柄が景品のクレーンゲーム、【秋の味覚  食べ比べキャッ

チャー】を９月２８日（土）より、本格稼働開始致しました。 

 ↑秋の味覚食べ比べキャッチャーの画像 

秋はお米が美味しい季節！ 

 “魚沼産こしひかり”など、日本の有名な米どころのお米集めました！ 

 ①北海道産 ななつぼし ／ ②北海道産 ゆめぴりか ／ ③山形県産 つや姫  

 ④新潟県産 こしひかり ／ ⑤（新潟県）魚沼産こしひかり 

 この５０年で、日本人のコメ消費量が半減したとも言われており、日本人のコメ離れをよく耳にします。一方で、日本

人にとって“コメ”は、『なくてはならない主食』とも言われておりますので、このクレーンゲームを通じて、日本の美味し

いお米を獲って食べて頂き、自分や自分の子供たち・孫たちが、これからも口にする『お米について考えるキッカケ』

になれば嬉しいです、とのこと。 （このクレーンゲーム台を作成した３０代・男性社員のコメント） 

 ↑景品のお米５銘柄のそれぞれの特徴 
が書いてあるポスター 

 ↑当店のマスコットの宇宙人キャラクターによる 

 秋の味覚食べ比べキャッチャーの 

紹介動画ＱＲコード 

日本人のコメ離れが進む中、お米について考えるキッカケに！そんな想いから誕生 


